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序章 研究の所在と研究の意義  
第 1節 問題の所在  
第 2節 研究の目的と方法  
第 3節 先行研究の検討と本研究の意義  
第 4節 本研究の構成  
 
第１章 韓国における大学開放の成立過程と概念  
第 1節 イギリスとアメリカ合衆国における大学開放の起源  
1．イギリスにおける大学開放  
2．アメリカ合衆国における大学開放  




第 3節 今日の韓国における大学開放の諸様相 
 
第 2章 高等教育改革下の大学開放の変遷過程  
第 1節 韓国の高等教育の現在   
第 2節 高等教育改革下の大学開放政策の変遷  
1．全斗煥政権（第 5共和国、1980-1988）  





第 3節 高等教育改革下の大学開放政策の諸課題  
  
第 3章 韓国の大学開放と非在来的学習者  
第 1節 高等教育における非在来的学習者 
第 2節 韓国における非在来的学習者のための大学開放事例  
1．遠隔大学形態の大学開放  
2．開放大学の設立  
3. 学点（単位）銀行制度（Credit Bank System）  
4．時間制学生登録制  
5．大学附設「平生教育院」  





第 4章 大学開放と「知」の変容―「名誉学生制度」の事例を通して―  
第 1節 「名誉学生制度」の創設背景と理念  
1．「名誉学生制度」の創設背景  
2．「名誉学生制度」の創設目的と意義  




第 3節 「名誉学生制度」と「知」の変容  
 
第 5章 これからの大学開放への展望と課題  
第 1節 高齢者のためのエンパワーメント教育としての大学開放  
第 2節 世代間の統合のための学習共同体の構築と「知」のイノベーション  
 




























   
３．最終試験結果の要旨 






慎重に審査を行った結果、審査委員会の結論として、最終試験を合とすることとした。                                    
以上 
 
  
 
